
磐越自動車道

参　考　図

令和７年４月

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

東 北 支 社 会津若松管理事務所

束松トンネル工事

設　計　図 （6／６）



図面番号 図　面　名　称 備　考

1～8 加背割図(1)～(8)

9～10 坑口切付工図(1)～(2)

11～12 トンネル仮設備配置図(1)～(2)

13 工事工程表

14～16 施工順序図(1)～(3)

17～18 避難連絡坑施工次第図(1)～(2)

19～20 計測工割付図(1)～(2)

21～26 計測工機器配置図(1)～(6)

27～29 伐開除根求積図(1)～(3)

30 借地範囲図

31～38 配管配線図(1)～(8)

39～40 仮設工平面図(1)～(2)

41～45 Ⅰ期線束松トンネル計測工図(1)～(5)

図　面　目　次
（参考図）



S=1:125加 背 割 図 (1)

1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (1)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

【参考図】
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名　　　称
掘　削（m /m） 吹 付 け

コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 80.701 85.567

2 全断面吹付けコンクリート 22.621

6.697 10.100

合　　　計 92.158 97.024 22.621 11.614 15.017

数　量　表
3 3

2

3 盤下げ

4 インバートコンクリート

5 覆工コンクリート

11.457 11.457

4.917 4.917
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掘　削（m /m） 吹 付 け
コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 81.387 84.863

2 全断面吹付けコンクリート 22.621

6.697 8.801

合　　　計 93.441 96.917 22.621 12.210 14.314

数　量　表
3 3

2

3 盤下げ

4 インバートコンクリート

5 覆工コンクリート

12.054 12.054

5.513 5.513

名　　　称

トンネル中心

DⅠ-a(H)-B 断面
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施工会社名
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S=1:125加 背 割 図 (2)【参考図】
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コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 上部半断面 59.411 61.950

2 上半吹付けコンクリート 19.007

7

覆工コンクリート 6.697 7.892

合　　　計 93.441 96.450 22.621 12.210 13.405

数　量　表
3 3

2

3 下部半断面

4 下半吹付けコンクリート

5

盤下げ

6

インバートコンクリート

10.988 11.223

1.807

12.054 12.054

5.513 5.513

130

8

9

下部半断面

下半吹付けコンクリート
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DⅠ-a(H)-K 断面 DⅡa(H)-AFS-K 断面

トンネル中心
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掘　削（m /m） 吹 付 け
コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 91.594 93.318

2 全断面吹付けコンクリート 23.776

6.697 6.697

合　　　計 99.749 101.473 35.882 12.973 12.973
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8.155 8.155

6.276 6.276

2

3

4

6

1

6

インバート吹付コンクリート 12.106

5

12137

4620 47511389 125959 59

トンネル中心

名　　　称 名　　　称

3
°

4
3
'
4
3
"

3
°

4
3
'
4
3
"

1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (2)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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S=1:125加 背 割 図 (3)【参考図】

DⅢa(H)-B 断面 DⅢa(H)-K,DⅢa(H)-C-K 断面
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掘　削（m /m） 吹 付 け
コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 84.863 88.409

2 全断面吹付けコンクリート 22.778

7.805 9.172

合　　　計 97.610 101.156 22.778 14.039 15.406

数　量　表
3 3

2

3 盤下げ

4 インバートコンクリート

5 覆工コンクリート
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コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 上部半断面 62.345 64.944

2 上半吹付けコンクリート 19.164

7

覆工コンクリート 7.805 9.172

合　　　計 97.610 100.679 22.778 14.039 15.406

数　量　表
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3 下部半断面

4 下半吹付けコンクリート
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事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (3)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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S=1:125加 背 割 図 (4)【参考図】
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コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 上部半断面 63.338 65.958

2 上半吹付けコンクリート 19.321

7

覆工コンクリート 8.919 10.295

合　　　計 98.820 101.910 22.935 15.219 16.595

数　量　表
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3 下部半断面

4 下半吹付けコンクリート
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設　計 支　払 設　計 支　払

1 上部半断面 69.465 72.207

2 上半吹付けコンクリート 20.263

7

覆工コンクリート 15.747 17.180

合　　　計 108.705 111.917 23.877 24.914 26.347

数　量　表
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3 下部半断面
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事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (4)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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S=1:125加 背 割 図 (5)【参考図】

CⅡ-L(H)-B 断面 DⅠ-L(H)-K 断面
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コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 101.278 105.644

2 全断面吹付けコンクリート 25.095

9.792 12.623

合　　　計 116.358 120.724 25.095 17.012 19.843

数　量　表
3 3
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3 盤下げ

4 インバートコンクリート

5 覆工コンクリート
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コンクリート
（m /m）

コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 上部半断面 76.435 79.315

2 上半吹付けコンクリート 21.481

7

覆工コンクリート 9.792 11.117

合　　　計 117.671 121.021 25.095 17.049 18.374

数　量　表
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3 下部半断面
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事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (5)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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S=1:125加 背 割 図 (6)【参考図】

DⅢa(H)-B-W 断面
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コンクリート
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コンクリート(m /m)

設　計 支　払 設　計 支　払

1 全断面 105.125 109.042

2 全断面吹付けコンクリート 25.252

11.020 12.535

合　　　計 120.316 124.233 25.252 18.382 19.897

数　量　表
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事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (6)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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CⅡ-B2-S 断面

名　　　称
吹 付 け

コンクリート

1 　全断面 18.159 19.624

2 　全断面吹付けコンクリート 10.911

3 　覆工コンクリート 2.119 2.695

4 　底版コンクリート 0.842 0.842

合　　　計 18.159 19.624 10.911 2.961 3.537

数　量　表（CⅡ-K2-S）
掘　削（m /m）3

（m /m）2

コンクリート（m /m）3

設　計 支　払 設　計 支　払
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名　　　称
吹 付 け

コンクリート

1 　全断面 18.159 20.318

2 　全断面吹付けコンクリート 10.911

3 　覆工コンクリート 2.119 3.555

4 　底版コンクリート 0.842 0.842

合　　　計 18.159 20.318 10.911 2.961 4.397

掘　削（m /m）3

（m /m）2

コンクリート（m /m）3

設　計 支　払 設　計 支　払

数　量　表（CⅡ-B2-S）

(標準避難連絡坑➀)

S=1:75加 背 割 図 (7)【参考図】

1:75 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (7)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名

(標準避難連絡坑①)
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(標準避難連絡坑➁)

S=1:75加 背 割 図 (8)【参考図】
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100200

名　　　称
吹 付 け

コンクリート

1 　全断面 20.202

2 　全断面吹付けコンクリート 10.911

3 　覆工コンクリート 2.119 2.695

4 　底版コンクリート 0.842 0.842

合　　　計 18.716 20.202 10.911 2.961 3.537

数　量　表（DⅠ-K2-S）
掘　削（m /m）3

（m /m）2

コンクリート（m /m）3

設　計 支　払 設　計 支　払

1

2

3

4

2
3
5
0

2
0
0

1
0
0

4
1
0
0

1
2
5
0

2
0
0

トンネル中心

18.716

130

DⅠ-K2-H-S 断面

1
4
5
0

250 200 2350 2350

5600

R=
23
50

S.L

250200

名　　　称
吹 付 け

コンクリート

1 　全断面 21.982

2 　全断面吹付けコンクリート 10.911

3 　覆工コンクリート 2.119 2.695

4 　底版コンクリート 0.842 0.842

合　　　計 20.435 21.982 10.911 2.961 3.537

数　量　表（DⅠ-K2-H-S）
掘　削（m /m）3

（m /m）2

コンクリート（m /m）

設　計 支　払 設　計 支　払

1

2

3

4

2
3
5
0

2
0
0

2
5
0

4
2
50

1
2
5
0

2
0
0

トンネル中心

20.435

20
0

25
0

130

1:75 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

加 背 割 図 (8)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名

(標準避難連絡坑②)
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【参考図】 坑 口 切 付 工 図 (1) S=1:250

t=20cm

キ－ストンプレ－ト

吹付けコンクリ－ト

外     型     枠
2m

kg

規       格名         称 単位 摘   要

m 2

数     量

3袋土   の   う　積 62cmx48cm

数　量　表

0.016m /袋2,134

888.5

66.6

110.5t=10cmコンクリート吹付

（650x25x1.2）

1:250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

坑 口 切 付 工 図 (1)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル詳細設計業務

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工方向

鋼  支  保  工

HH-154x151x8x12

吹付けコンクリ－ト

t=200

キ－ストンプレ－ト 

継　ぎ　材
L-50x50x6

AKD 650x25x1.2

1000

2
0
0

1
5
0
5
0

詳　細　図 S=1:25A 部 B 部

650

600

650

600

650650

1
5
4
5
0

鋼 支 保 工
HH-154x151x8x12

吹付けコンクリ－ト

t=200

キ－ストンプレ－ト 
AKD 650x25x1.2

継　ぎ　材
L-50x50x6

5
0

1
5
4

2
0
4

2
5

2
5

2
0
4

STA.646+66.0

正　面　図

PH=292.247

縦　断　図

DL=290.0

300.0

310.0

DL=290.0

300.0

310.0

1:1.5

1:1.2

1:0.5

129

1000

R6
=7
35
0

R1
=5
75
0

0.5～0.7

0.7～1.0

1.0～1.2

1.2～1.6

1.6～2.0

2.0～2.5

拡幅断面中心

トンネル中心 道路中心

P.H=292.247

1
3
0
0

1:
0.
5

S.L

A

AKD 650x25x1.2

キ－ストンプレ－ト 

HH-154x151x8x12

鋼  支  保  工

継　ぎ　材
L-50x50x6

DL=290.0

300.0

310.0

S
T
A
.
6
4
6+
5
0

P
H
=
2
9
1
.9
3
2

S
T
A
.
6
4
6+
6
0

P
H
=
2
9
2
.1
3
0

S
T
A
.
6
4
6+
7
0

P
H
=
2
9
2
.3
2
5

S
T
A
.
6
4
6+
8
0

P
H
=
2
9
2
.5
1
6

S
T
A
.
6
4
6+
9
0

P
H
=
2
9
2
.7
0
3

5
7
5
0

5
5
0

1
3
0
0

S.L

P.H

1:
0.
5

900

1
8
0
0

6
1
0
1

1
6
5
03
6
5
0 2
0
0
0

拡幅区間 L=18000

1:
1.
5

3
0
0
0

押え盛土

1
3
0
0

2.0～2.5

1.6～2.0 2.5～3.0

1.2～1.6

0.3～0.5

0.7～1.0

1.0～1.2

1.2～1.6

0.5～0.7

D

CL

CM

拡幅断面中心地形

P.H=292.247

起点側坑口

STA
.64

6+6
6.0

束松トンネル（下り線） L=1344.000m

STA
.64

6+8
4.0

6
1
0
1

6
5
0

1
4
34

5
0
0

1
4
1
3

5
0
0

i%

500

5
0
0

1:
1.
0 1:1.0

AKD650×25×1.2
キーストンプレート

土 の う

500

継ぎ材
L-50×50×6

コンクリート吹付
t=10cm

HH-154x151x8x12
鋼  支  保  工

B

土 の う

65
0

5.000%

（起点側）

施工会社名

（起点側）
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S=1:250

鋼  支  保  工

HH-154x151x8x12

吹付けコンクリ－ト

t=200

キ－ストンプレ－ト 

継　ぎ　材
L-50x50x6

AKD 650x25x1.2

1000

2
0
0

1
5
0
5
0

詳　細　図 S=1:25

A 部 B 部

650

600

650

600

650650

1
5
4
5
0

鋼 支 保 工
HH-154x151x8x12

吹付けコンクリ－ト

t=200

キ－ストンプレ－ト 
AKD 650x25x1.2

継　ぎ　材
L-50x50x6

DL=310.0

DL=320.0

DL=330.0

DL=305.0

STA.659+93.0

正　面　図

P.H=310.513

縦　断　図

5
0

1
5
4

2
0
4

2
5

2
5

2
0
4

t=20cm

キ－ストンプレ－ト

吹付けコンクリ－ト

外     型     枠
2m

kg

規       格名         称 単位 摘   要

m 2

数     量

数　量　表

673.7

50.4

695.8t=10cmコンクリート吹付

（650x25x1.2）

施工方向

S
T
A
.
6
5
9
+
8
0

P
H
=
3
1
0
.
3
8
6

S
T
A
.
6
5
9
+
9
0

P
H
=
3
1
0
.
4
8
5

S
T
A
.
6
6
0
+
0
0

P
H
=
3
1
0
.
5
7
7

S
T
A
.
6
6
0
+
1
0

P
H
=
3
1
0
.
6
6
2

SL

PH

坑口付位置
STA.659+93.0

(凝灰岩優勢部層)

明り巻工 L=17000

終点側坑口
STA.660+10.0

1
8
0
0

5
7
5
0

1
6
0
0

2
5
0
0

800

B

tr

0.3～0.6

1.0～1.6

0.6～1.0

1.6～2.0

推定支持層線(N≧30)

4
1
0
0

束松トンネル（下り線） L=1344.000m

DL=310.0

DL=320.0

DL=330.0

DL=305.0

現道

20 8480 20 8480

85008500

5
7
5
0

1
3
0
0

9
0
0

1
4
1
2

7
0
0 P.H=310.662

5
7
5
0

1
3
00

8
0
0

1
4
1
2

8
0
0

1:0.5

i%
DL=310.0

DL=320.0

DL=330.0

DL=305.0

500

P.H=310.513

トンネル中心道路中心

129

SL
1
3
0
0

P.H=310.513

90
0

R1
=5
75
0

1:
0.
5

1:0.5

1600 1600

AKD 650x25x1.2

キ－ストンプレ－ト 

HH-154x151x8x12

鋼  支  保  工

継　ぎ　材
L-50x50x6

A

B

HH-154x151x8x12
鋼  支  保  工

継ぎ材
L-50×50×6

コンクリート吹付
t=10cm

AKD650×25×1.2
キーストンプレート

1:1.5

5.000%

【参考図】 坑 口 切 付 工 図 (2)

（終点側）

1:250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

坑 口 切 付 工 図 (2)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル詳細設計業務

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名

（終点側）
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S=1:1250【参考図】トンネル仮設備配置図(1)

名     称番号 仕  様 面積(m2) 摘      要

① 5.0×8.7 43.5

② 7.2×12.6 90.7

③

④

⑤

⑥

1.8×1.8 3.2⑦

⑧

⑨ 90.0

⑩ 150.0

⑫

2.0×5.0 10.0⑪

200.0

2階建て（2F）

⑬

⑭

2.7×2.7 7.3

受配電所

修理工場

資材倉庫

作業員休憩所

取水ポンプ

貯水槽

濁水処理設備

吹付プラント

資材置場

換気設備

ずり仮置場

火薬取扱所

火工所

6.0×15.0

7.5×20.0

8.0×25.0

水槽20m3

25m3/h 

2.5×4.0 10.0

360.012.0×30.0 360m2×2箇所計画

2階建て（1F）

7.2×9.0 64.8

5.4×9.0 48.6

5.4×9.0 48.6

30m3/h 

2.7×2.7 7.3

名     称番号 仕  様 面積(m2)

① 5.0×8.7 43.5

② 7.2×12.6 90.7

③

④

⑤

⑥

1.8×1.8 3.2⑦

⑨

⑩

⑫

⑪

坑外仮設備一覧表

2階建て（2F）

⑬

⑭

2階建て（1F）

7.2×9.0 64.8

5.4×9.0 48.6

5.4×9.0 48.6現場事務所

1:1250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

トンネル仮設備配置図 (1)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名

現場内仮置場

約50m2

沈砂池

沈砂池

束松工事用道路転回場　拡大図

束松工事用道路

転回場
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TA.1
8-1

As

As

赤城新田線54天屋63左
28右

2左A32

STA.
646+

60.0
00

STA.
646+

40.0
00

BF30
0

BF30
0

BF30
0

BF30
0

BF30
0

2 7
5

289.
54289.

57

280.
07278.

02

279.
20

278.
80

280.
8

279.
72

TE.3
5

Co

Co
Co

落
蓋
側

溝
12

00
×

12
00

As

As

As

Co

Co

Co

看板

U型
側

溝
250×

300

BO
X.
C 

57
00

×
49
00

BF300×200

STA.
646+

60.0
00

STA.
646+

40.0
00

ST
A 

64
6

ST
A 
64
5

ST
A 
64

束松TN電
気室ANT

(RF階
)

R

30m束松トンネル

3500
6500

60
00

⑥
⑤

⑫-2

⑫-1
⑨-1

⑨-2 ➉

①
⑪

④

8
0
0
0

1
2
0
0
0

1
2
6
0
0

30000

30600

1
2
0
0
0

1
2
6
0
0

Ds-PuL・0.30・0.30(F)

Ds-PuL・0.30・0.30(F)

加熱アスファルト表層工(t=40)

Dc^-0.50・0.50・0.50

26000

28000

2000 2000

2
0
0
0

2000

26000

28000

2000 2000

2
0
0
0

Dc^-0.50・0.50・0.50

Dc^-0.50・0.50・0.50

Ds-U^(Gs2)・0.30・0.30(F)

Ds-PuL・0.30・0.30(F)

1
2
0
0
0

1
2
6
0
0 ⑫-1⑫-2

粒度調整路盤工(t=100)

加熱アスファルト表層工(t=40)

粒度調整路盤工(t=100)

1
0
0

4
0

1
0
0

4
0

沈砂池　材料表

項　目 規　格 単位 数　量

構造物掘削 土砂 ｍ3 2.3

ｍ3コンクリート 0.7D1-1 t=100

1箇所当り

289.54

.57

坑外ずり仮置場寸法図
項　目

簡易舗装工

坑外ずり仮置場　材料表

集水側溝

横断側溝

規　格

再生アスファルト表層工ｔ=4cm

PuL・0.30・0.30

横断用側溝 300

㎡

2箇所当り

ｍ 174.8

771.1

単位 数　量

集水ます Dc^-0.50・0.50・0.50 箇所 3

ｍ 10.0

S=1:500【参考図】トンネル仮設備配置図(2)

㎡ 771.1簡易舗装工 再生砕石路盤工ｔ=10cm　

1:1250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

トンネル仮設備配置図 (2)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名

排水管 高密度ポリエチレン管　φ300 29.3ｍ

沈砂池

沈砂池拡大図　S=1:200 A-A´　S=1:100

1.0m

1
.
0
m

コンクリート t=10cm

1:0.5 1:
0.
5

2.0m

2.0m

2
.
0m

A A´
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S=1:7000【参考図】 工 事 工 程 表

1:7000 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

工 事 工 程 表

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

起点側坑口

STA
.64

6+6
6.0

束松トンネル(下り線)  L=1344.000m

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

月数年数

1

(全工程 56.2ケ月)

施工方向

坑門工

0.9

縦 断 勾 配

支保パターン

区間長(m)

測  点

i=1.35
0%

掘 削 方 式

掘 削 工 法

爆破掘削

補助ベンチ付全断面掘削工法

終点側坑口

STA.660+10.0

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

1

2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

2

3

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3

4

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

4

月数 年数

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

6
4
6
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
4
7
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
4
8
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
4
9
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
0
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
1
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
2
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
3
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
4
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
5
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
6
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
7
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
8
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
5
9
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
6
0
+
0
0

+
2
0

+
4
0

+
6
0

+
8
0

6
6
1
+
0
0

+
7
2
.
8
4
6

+
1
3
.
5
3
7

+
6
3
.
5
37

+
6
6
.
0

+
8
4
.
0

+
1
0
.
0

+
4
2
.
0

+
7
5
.
0

+
 
7
.
0

+
 
9
.
9
5

+
4
2
.
0
5

+
9
3
.
9
5

+
2
6
.
0
5

+
9
3
.
0

+
1
0
.
0

17.1
76.0

133.0 180.0 289.95 176.0
17.0

20.0
30.0

32.0
32.0

53.0
80.0

32.1
51.9

32.1
13.95

40.0

機械掘削

上半先進ベンチカット工法

L=1720
.000

準備工
3.7ヶ月

3.7

6.7

仮設備
3.0ヶ月

8.2

10.0
10.3

10.8
11.5

13.6

14.3 15.1

15.6

17.1

28.0

33.6

34.5
35.4

36.3
36.6

37.5

19.0
18.0

+
7
5
.
0

+
5
6
.
0

爆破掘削(全断面)

機械掘削（上半）

機械掘削（下半）

35.4

36.4
坑門工

1.0ヶ月

56.2
跡片付

2.0ヶ月
排水工等雑工

400m/月

機械掘削（全断面）

機械掘削（上半）

機械掘削（下半）

55

49

50

51

49

50

51

28.5

34.1

35.0
35.9

36.8
37.1

38.0

施工会社名

7.7
坑口付

1.0ヶ月

全断面早期閉合工法上半先進
ベンチカット工法

16.6

46.1

46.6 47.0

47.5
48.3

47.8

49.8
明り巻
2.0ヶ月

坑口付
1.0ヶ月

46.8

50.3

非常駐車帯覆工コンクリート

55m/月

非常駐車帯覆工コンクリート

55m/月

50.8 52

53

54

55

56

52

53

54

55

56

54.2

47.5
46.9

46.4
45.8

39.5
38.9

37.5
36.9

非常駐車帯覆工コンクリート

55m/月

覆工コンクリート
95m/月

覆工コンクリート
95m/月

覆工コンクリート

95m/月

覆工コンクリート

95m/月

覆工コンクリート

95m/月

15.3

15.7

避難連絡坑掘削

40.5
41.0

避難連絡坑覆工コンクリート

25m/月

37.8

37.9

避難連絡坑掘削

48.5
48.7

避難連絡坑覆工コンクリート

25m/月

本工程表は、先進ボーリングを考慮し作成した工程表である。
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（スライディングセントルフォーム）

防　水　工
（作業台車）

本坑覆工 （コンクリートポンプ車） （トラックミキサー）

（トラクタショベル2.3m 級）

吹付コンクリート
（吹付機）

（吹付用トラックミキサー）穿　孔
（3ブームホイールジャンボ170kg級1台）

ロックボルト施工
（ホイールジャンボ）

（支保鋼運搬台車）

ズリ処理
3

（20tトラック）

鋼アーチ支保工

鋼アーチ支保工建込み

施 工 順 序 図 (1)

- /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

施 工 順 序 図 (1)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

爆破掘削(補助ベンチ付全断面掘削工法)

掘削工（掘削・吹付コンクリート）

支保工（ロックボルト・鋼アーチ）

防水工・覆工

設計会社名

14　　 45



施 工 順 序 図 (2)

機械掘削(上下半先進ベンチカット工法)

（スライディングセントルフォーム）

防　水　工
（作業台車）

本坑覆工 （コンクリートポンプ車） （トラックミキサー）

（トラクタショベル2.3m 級）

吹付コンクリート
（吹付機）

（吹付用トラックミキサー）穿　孔
（ツインヘッダ2,100kg級 1台）

ロックボルト施工
（ホイールジャンボ）

（支保鋼運搬台車）

ズリ処理
3

（20tトラック）

鋼アーチ支保工

鋼アーチ支保工建込み

（トラクタショベル2.3m 級）
吹付コンクリート

（吹付機）

（バックホウ0.4㎥級 1台）
ズリ処理

3
（20tトラック）

穿　孔
大型油圧ブレーカ1,300kg級 1台（バックホウ0.6㎥級）

ロックボルト施工
（ホイールジャンボ）

（支保鋼運搬台車）

鋼アーチ支保工

鋼アーチ支保工建込み

（吹付用トラックミキサー）

掘削工（掘削・吹付コンクリート）上半

支保工（ロックボルト・鋼アーチ）上半

掘削工（掘削・吹付コンクリート）下半

支保工（ロックボルト・鋼アーチ）下半

- /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

施 工 順 序 図 (2)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

設計会社名
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1:250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

避 難 連 絡 坑 施 工 次 第 図（1）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

避難連絡坑➀

33965

既設避難連絡坑施工区間
10000

6250

CⅡ-L(H)-K 断面

上 り 線下 り 線
STA.649+80.000
PH=297.209

STA.649+90.651
PH=297.113

6754

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
64
9+
80
.0
00

CⅡ-L(R)断面

避難連絡坑 23004 爆破掘削区間

トンネル中心 道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
64
9+
90
.6
51

S.L
S.L

5621 5340

①-1計測工計器設置

[Ⅰ期線防護工設置]

①-2避難連絡坑防護工設置

避難連絡坑付帯工 防護工

[爆破工法]

②穿孔(油圧クローラドリル150㎏級)

③ずり積込・搬出(ホイールローダ3.0㎥級)

④吹付け(吹付機20㎥級)

⑤ロックボルト打設(油圧クローラドリル150㎏級)

※避難連絡坑付帯工 防護工は避難連絡坑施工前の磐越道夜間通行止め時に設置する。

Ⅰ期線トンネル夜間通行止め規制

制御爆破工法区間(EDD雷管)　
L=8900

　　　　
L=3159

通常爆破工法区間　

33965

既設避難連絡坑施工区間
10000

6250

CⅡ-L(H)-K 断面

上 り 線下 り 線
STA.649+80.000
PH=297.209

STA.649+90.651
PH=297.113

6754

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
64
9+
80
.0
00

CⅡ-L(R)断面

避難連絡坑 23004 爆破掘削区間

トンネル中心 道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
64
9+
90
.6
51

S.L
S.L

5621 5340

別途工事施工
L=10000

制御爆破工法区間(EDD雷管)　
L=8900

　　　　
L=3159

通常爆破工法区間　

油圧クローラドリル

150㎏級

施工方向

施工方向

油圧クローラドリル

150㎏級

ホイールローダ

3.0㎥級

※避難連絡坑付帯工 防護工の撤去は別途工事にて施工

⑥防護工撤去

S=1:250【参考図】 避 難 連 絡 坑 施 工 次 第 図（1）

別途工事施工
L=10000

施工会社名

避難連絡坑付帯工 防護工
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避難連絡坑➁

28344

62506250

DⅠ-L(H)-K 断面

上 り 線下 り 線
STA.656+99.000

PH=306.916
STA.657+10.371
PH=306.829

2822

ST
A.
65
6+
99
.0
00DⅠ-L(R)断面

避難連絡坑 15322 機械掘削区間

トンネル中心 道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
65
7+
10
.3
71

5621 7401

S.L

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

S.L

ホイールローダ

3.0㎥級

③ずり積込・搬出(ホイールローダ3.0㎥級)

④吹付け(吹付機20㎥級)

⑤ロックボルト打設(油圧クローラドリル150㎏級)

施工方向

28344

62506250

DⅠ-L(H)-K 断面

上 り 線下 り 線
STA.656+99.000

PH=306.916
STA.657+10.371
PH=306.829

2822

ST
A.
65
6+
99
.0
00DⅠ-L(R)断面

避難連絡坑 15322 機械掘削区間

トンネル中心 道路中心

非常駐車帯中心

道
路
中
心

ST
A.
65
7+
10
.3
71

5621 7401

S.L

トンネル中心道路中心

非常駐車帯中心

S.L

施工方向

①-1計測工計器設置

[Ⅰ期線防護工設置] Ⅰ期線トンネル夜間通行止め規制

道
路
中
心

道
路
中
心

5324

※Ⅰ期線から10m確保したⅡ基線から5.324mの範囲まで掘削。

S=1:250【参考図】 避 難 連 絡 坑 施 工 次 第 図（2）

②掘削(ロードヘッダ45kW級)

[機械掘削工法]

ロードヘッダ

45kW級

ロードヘッダ

45kW級

別途工事施工
L=10000

1:250 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

避 難 連 絡 坑 施 工 次 第 図（2）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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S=1:5000計 測 工 割 付 図 (1)
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天 端 沈 下 測 定

内 空 変 位 測 定

坑 内 観 察 調 査計
　
測
　
工
　
　A

箇所数
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施工の初期段階 200m程度

土被り 1.0D以下
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拡幅区間
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明り巻工
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B

工

計

測

備                  考

トンネル周辺の緩み領域、変位量を知り、ロックボルトの長さ、設計、施工の
妥当性を判断する。

測 定 頻 度

内空変位、天端・脚部沈下

測 定 間 隔

測定と同じ頻度で行う。

〟

坑内地中変位測定

吹付けコンクリート

応力測定

計測工Bの内容

土被り1D以上2D未満

土被り1D未満

計　測　間　隔

掘　削　日　毎

坑口付近（坑口～50ｍ）

CⅠ、CⅡ　30ｍに1ヶ所

地表沈下測定（縦断方向）

計　測　項　目

天端沈下測定

内空変位測定

坑内観察調査

土被り2D以下
200ｍまで

配　　　　　置

水平C1,C2  対角C3,C4
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 5ｍ
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10ｍ
20ｍ

内空変位測定

天端沈下測定

天端沈下計レベル
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天端沈下測定；

内空変位測定；

計　測　器　機　

1回
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0.5D～2.0D

数　量 摘　 要
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変位速度

切羽の離れ

測定位置と

頻　　度
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日以上
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日

未満
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2日 1週
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未満

日
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天端S
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脚部沈下測定

計測工Aの内容

計
　
測
　
工
　
　B 地 中 変 位 測 定 
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事務所名
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図面の種類

図面番号

計 測 工 割 付 図 (1)

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ
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施工会社名

1計測工Ｃ　振動測定(Ｙ)
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吹付けコンクリートの軸力方向応力を把握することにより、岩盤との付着力、抵抗力、
外力の配合効果、被覆効果など吹付けコンクリートの有効性、健全性を判断する。

鋼アーチ支保工

応力測定
〟 トンネルに作用する外荷重の大きさ、方向、切羽進行に伴う応力の増加を監視し、

鋼アーチ支保の適性評価、支保効果の確認、健全性の判断などを行う。

ロックボルト

軸力測定
〟 ロックボルトに生じたひずみから、ロックボルト軸力を算出し、効果の確認、

ロックボルト長、ロックボルト径の適否を判断する。

C

工

計

測

備                  考

爆破掘削において、伝播する発破振動の大きさを測定し、Ⅰ期線トンネルの構造への

測 定 頻 度

自動計測による常時観測とする。

測 定 間 隔

振動速度測定

計測工Cの内容

影響の有無を判断する。
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箇所数
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土被り1.0D
土被り2.0D

土被り1.0D
土被り2.0D

拡幅区間
L=18.000m

明り巻工
L=17.000m

坑内温度測定

内空変位測定

天端沈下測定

覆工応力測定
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Ⅰ 期 線 岩 質 別 延 長

Ⅰ 期 線 断 面 区 分

Ⅰ 期 線 測 点

+
8
0

15

15

10

覆工の応力測定

天端沈下測定

温度測定

設定した管理値を基に、その値を評価し、覆工の安全性を判断する。
Ⅰ期線トンネルの覆工の応力状態を監視する。

Ⅰ期線トンネルの変形の有無、形状を監視する。

計測結果に日変動や季節変動が生じるため計測値の温度補正を行う。
覆工コンクリートや計測機器は温度に起因する値の変化が生じることから、

内空変位測定

計　測　名 計　測　項　目

Ⅰ期線計測計画

ひび割れ変位測定
ひび割れが発生している箇所に亀裂変位計などを設置し、ひび割れ幅や

覆工の観察調査

設定した管理値を基に、トンネルも変位状態を把握する。

ズレを計測する。ひび割れの挙動は、覆工の位置やひび割れごとに異なる
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5
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9
9
.
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2
.
0
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.
6
5
2
+
0
0
.
0

S
T
A
.
6
5
5
+
9
5
.
0

地質脆弱部 近接施工部 近接施工部

計　測　箇　所 Ⅰ期線

地質脆弱部

近接施工部

STA.652+00.000

STA.655+95.000

STA.657+10.371

地質脆弱部の縦断的な計測位置は、Ⅰ期線施工時に
最大の内空変位が発生した位置とする。

近接施工部の縦断的な計測位置は、
最も近接する断面とする。

避難連絡坑新設部の縦断的な計測位置は、
避難連絡坑中心位置とする。

Ⅱ期線

STA.652+13.500

STA.656+14.000

STA.656+99.000

備考

ひび割れ変位測定 5

覆工の観察調査 Ⅱ期線施工前、施工中、施工後でⅠ期線覆工の目視観察を行い、
上記項目の測定結果に加え、亀裂等の変状の変化を目視で確認する。

ため、計測するひび割れ固有の変状として取り扱う。

+
1
4
.
0
0

※別途調査業務にて計測実施

施工会社名
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.
6
4
7
+
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2
.
0

S
T
A
.
6
5
9
+
6
1
.
0

起点側坑口部 終点側坑口部
（避難連絡坑新設）

近接施工部
（避難連絡坑新設）
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CⅡ-a(H)-B 断面 DⅠ-a(H)-B 断面

S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（1）

1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（1）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/
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R4
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S1

S3S2

項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

計 

測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1 測線 1

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2,S3 測線 2

CⅡ-a(H)-B 断面 DⅠ-a(H)-B 断面

C1

トンネル中心 トンネル中心

項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

計 

測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1 測線 1

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2,S3 測線 2

C1

S2 S3

S1

施工会社名
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S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（2）

DⅠ-a(H)-K 断面
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要
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測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1,C2 測線 2

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

C1

S2 S3

S4 S5

1
5
0
0

1
0
0
0

C2

S1

1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（2）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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DⅢa(H)-B,DⅢa(H)-K 断面

S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（3）
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要
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工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

DⅢa(H)-B,DⅢa(H)-K 断面

C1

C4

トンネル中心
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DⅡa(H)-AFS-K 断面
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坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

トンネル中心
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鋼アーチ支保工応力測定

吹付けｺﾝｸﾘｰﾄ応力測定

箇所

5

ロックボルト軸力測定 M1～M5 箇所 5

地 中 変 位 測 定 E1～E5 箇所 5
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1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（3）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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DⅢa(H)-C-K 断面

S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（4）
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

計 

測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

DⅢa(H)-C-K 断面

C1

C4

S1

C3

S2 S3

S4 S5

トンネル中心

C2

DⅢa(H)-C-RC1-K 断面

項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要
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測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

DⅢa(H)-C-RC1-K 断面
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1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（4）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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CⅡ-L(H)-B 断面
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

計 

測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1 測線 1

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2,S3 測線 2

CⅡ-L(H)-B 断面

S2 S3

C1

S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（5）

DⅢa(H)-C-RC2-K 断面

項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要
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測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4

DⅢa(H)-C-RC2-K 断面
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1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（5）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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DⅠ-L(H)-K 断面
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要
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測 

工 

Ａ

坑 内 観 察 調 査

内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4
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内 空 変 位 測 定 C1～C4 測線 4

天 端 沈 下 測 定 S1 測線 1

脚 部 沈 下 測 定 S2～S5 測線 4
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S=1:125計 測 工 機 器 配 置 図（6）
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1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

計 測 工 機 器 配 置 図（6）

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

/

施工会社名
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1:125 /

事務所名

設計会社名

縮　 　 尺

図面の種類

図面番号

標準断面図

東日本高速道路株式会社　東北支社
会津若松管理事務所

束松トンネル工事

磐越自動車道

/

30
0(
35
0)　

15
0(
25
0)

150
300
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項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

亀裂変位測定機器設置

内空変位測定
3

天端沈下測定
箇所

箇所

　

200

400

　

R1 = 7800

R2 = 4400

　

　

R3 = 11
100 　

ＳＬ

20
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40
0

　
R1
 =
 7
80
0

R2
 =
 4
40
0

2
3
0
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非常駐車帯中心

1
5
0
0

道路中心

　

道路中心

覆工コンクリート応力測定機器設置 箇所 3

内空変位測定機器設置

1

坑内温度測定機器設置 2箇所

標準断面
項　　　目 記　号 単 位 数　量 摘　　要

亀裂変位測定機器設置 箇所

覆工コンクリート応力測定機器設置 箇所 3

内空変位測定機器設置

1

坑内温度測定機器設置 2箇所

非常駐車帯断面

内空変位測定

天端沈下測定

建築限界建築限界

3箇所

種　類　・　名　称 形　式 仕様・性能 メーカー

亀裂変位測定

DIMETIX

覆工コンクリート応力

磐越道 束松トンネル計測調査 業務で計測実施中

KG-5A

内空変位測定 DAN-10-150

測定範囲±5mm

感度800×10^-6

東京測器研究所

精度±1.0mm

表面ひずみ計

亀裂変位計

レーザー距離計

坑内温度測定機器

KM-100B

測定範囲

-30℃～+80℃

誤差±0.3℃

東京測器研究所測定範囲

±5000×10^-6

温度計

KT-100A 東京測器研究所

Ⅰ期線束松トンネル計測工図（３）

施工会社名

計測器の仕様（設置済）

/
Ⅰ期線束松トンネル計測工図（３） S=1:125

標準断面図
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